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グワルチエリ著
木
下
雅
太
郎
誰

･:村
政
笥
川
田
版

昭
利
八
咋
三
月

･:'<
桝

二
剛
三
十
鏑

木
韻
は

一
昨
祁
四
月
に
墳
m
博
士
が
か
1
れ
た
光
正
出
陳
位
前
記
に

評
越
さ
れ
た
大
友
｡有
鵜
･
大
村

の
三
公
子
が
ロ
ー
マ
に
催
し
た
放
神
託

山
五
八
六
叫
の
ロ
ー
マ
版
を
丁
寧
に
那
許
さ
れ
た
も
の
で
'
凹
六
堅

】

山
霊
ih.1
の
仲
子
で
あ
畠

が
､

山
酌
怨
を
措
-
こ
と
が
川
水
な
い
O
珊
時

の
波
数
伽
非
が
い
か
に
日
本
人
を
排
卵
し
て
ゐ
た
か
､
十
五
歳
に
妃

い

三
公
子
を
い
か
に
膜
過
し
た
か
と
い
ふ
餌
を
知
る
だ
け
で
も
'
こ
の
上

も
な
い
資
料
で
あ
る
と
倍
ず
る
｡
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田
)

I
I]Lll
rlll
一J
IJt
LIrI
IIJI
l
rlIl
lrl
l
IIJI
IJ■-
tlJ
frf_

雑

報

l■
7
1

IrJ

lJlIllI
I

Jll■■
≡
l一一
〓
l1
1

Ill〓llq
llld
rl■I_
I

O
支

那

産

生
漬

本
邦
内
地
に
て
絹
質
せ
ら
る
ゝ

血
液
の
八
割
方

は支
部
よ
り
仲
人
せ
ら
れ
､
其
大
部
分
は
紋
日
を
中
心

と
し
て
根
引
き

れ
る
､
支
那
渉
は
揚
子
江
約
梓
各
省
及
南
支
淵

1
仰
Li
産
出
す
る
も
､

主
と
し
て
山J･l
州
解
放
北
部
よ
り
倒
川
湖
北
耐
軒
の
妨
外
線
を
北
に
眺
西

南
部
竺
且
る
節
状
を
恥
き
た
る
地
肝
を
称
産
地
と
す
る
'
非
tl州
解
は
日

本
康
に
妨
る
も
'
僻
柿
僻
尿
な
る
組
め
､
講
演
群
神
棚

の
験
料
､
e･i物

の
廃
山僻
､
叉
は
防
蛸
に
州
ひ
ら
れ
､
仙班
日
よ
り

一
鋸
Iに

t
桝
五
千
梢

乃

婦
三
妹

云
〇

六

八

東
二
鵜
的
､
僻
路
骨
端
悔
約
両
乃
至
甘
七
十
前
略
細
雨
に
珪
す
る
､
し

か
し
妃
年
価
飼
印
鑑
支
那
か
ら
安
物
旅
が
多
鬼
に
輸
入
さ
れ
て
昭
利
七

年
に
は
文
邦
路

)
茂
二
千
楯
に
下
っ
た
'
今
文
部
に
於
け
る
漆
の
産
地

を
各
軒
別
に
の
ぶ
れ
ば
光
の
如
し

湖
北
省
施
北
地
力

岡

地

殆

地

方

隣
四
省
平
利
地
方

四
川
太
串
及
湖
北
､

仙
北
竹
山
､

竹
洪
'

興
山
路
牒
地
方

及
駅
西
輿
i･<Y
地
方

湖
北
省
､
那
似
地
方

四
川
省
お
水
地
方

同
僚
陽
､
秀
山
'
称
水
地
方

米
州
省
鋼
た
地
方

七
､
八
千
把

倒
､
五
千
糖

二
千
折

三
千
抑

四
千
糖

二
､
三
千
約

三
千
璃

六
千
版

二
千
蹄

施
滴
地
方

の
も
の
は
､
端
願
に
拭
触
り
､
汽
船
に
て
沸

口
に
逮
す
る
も

の
と
､
陸
路
北
田
に
関
る
も
の
と
あ
り
､
本
邦

(
輪
.絹
さ
る
1
も
の
は

色
合
淡
米
､
純
分
六
'
七
割
に
し
て
乾
燥
容
易
す
る
も
の
五
､

六
千
綿

に
揺
す
る
'
祉
殆
地
方
の
も
の
之
に
つ
き
純
分
五
割
五
分
乃
至
七
割
､

太
宰
輿
山
原
暇
の
産
と
北
ハ
に
氷
山
又
は
巴
氷
よ
り
蛇
船
に
て
宜
路
に
塊

る
も
の
多
-
証
に
洪
口
に
川
姐
る
を

例
と
す
'
郡
股
､
竹
山
､
竹
浜
､

及
興
安
平
利

の
産
は
従
氷
潔
河
口
を
(
て
拭
船
に
て
鞍
口
に
集
ま
り
た

る
湖
､
近
氷
淡
水
班
に
共
雛
の
危
険
あ
り
て
､
陸
路
平
紡
織
管

=
に
達

し
'
岡
地
よ
-
汽
雄
雌
に
て
洗
口
に
迭
-
ら
れ
る
こ
と
1
な
れ
p
O

文
部
の
練
樹
は
虫
と
し
て
地
山
に
甫
粧
し
､
移
純

筏
七

八
年
に
し
て



凍
肋
肌
､
三
四
年
を

(
て
仰
確
絞
の
見
目粘
あ
る
も
の
は

i
二
か
丁休
止
､
光

束
蜘
役
を
ま
も
て
史
に
接
収
す
る
､
十
五
､
六
年三
以
上
の
老
樹
は
=仰
斑

不
良
で
あ
る
'
球
1-丈
に
は
鯨
咋
赤
来
初
D
t
の
叫
'
樹
幹
二
八
位

の
箇
所

に
靴
の
切
傷
を
付
け
'
月
数
等
を
収
付
け
お
き
､
翌
日
そ
れ
に
脚
っ
た

液
を
小
柳
に
弘
め
fB
職
と

輪
川
は
栂
訳
に
す
る
.
大
.ijt
五
'
大
中
の
好

瀞
窺
時
代
に
は
老
河
口
.
興
山
'
掠
煤
､
地
雨
'
放
射
'
鋼
仁
地
方
に

本
邦
人
の
川
戯
鼠
付
､
資
余
焚
付

韓
ま
で
や
る
も
の
が
あ
っ
て
'
祁
常

布
利
で
あ
っ
た
が
､
多
-
は
鮮
倒
れ
'
総
出
例
に
な
る
も
の
多
-
'
父

地
方
不
安
の
た
め
､
昭
利
三
中
城
か
ら
支
那
漆
別
掲
が
罰
付
け
た
品
を

取
引
す
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
1

0
柳

多

島

国

際

人

道

橋

落

成

成
北
塵
肺
榔
･;;h･此
所
新
例
洞
地

内
柳
多
応
に
架
せ
ら
れ
た
人
泣
柿
は
日
｡
浦

･
露
三
細
々
蛸
の
交
池
の

開
門
に

常
リ
.問
隙
紙
と
し
て
沌
嬰
の
依
命
を
称
す
る
も
の

で
あ
る
が
'

水
近
根
橋

(長
三
六
C
米
帖
的
五
･
四
四
米
)
の
如
楯
を
尖
成
し
'
凹
月

三
日
･::=
永
城
北
知
軸

を
約
め
'
円
弧
甘
拭
三
千
職
名
参
列
の
上
､
嫡
火

な
る
池
橋
式
を
難
行
し
た
｡
(朝
鮮
し

0

故

国

鉄

道

開

通

告
故
紙

の
結
鮎
教
化
よ
-
間

島
を経
て
,
北

棚
鮮
糊
胴
江
･:川
南
粉
の
判
梓
'
次
端
刑
を
絡
郡
と
す
る

延
長甘
八
十
軒

の
攻
囲
線
は
､
南
陽

･
水
沫
洞
の
幽
際
蛾
柿
へ
二
月
六
日
拭
鎚
卿
)
･
小

鮎
揖
ト
ン
ネ
ル
の
榊
池
に
ょ
つ
て
完
成
し
'
こ
1
に
緋
溝
を
繋
ぐ
こ
と

1
な
-
､
凹
月
二
十
日
雅
子
梢
に
於
て
､
目
秘
術

閥
代
表
列
肺
の
上
､

盛
大
な
る
開
始
式
が
躯
げ
ら
れ
た
O

如

軸

本
線
は
今
日
肝
謂
北
把
組
と
加科
せ
ら
る
･･
も
の
で
~
川浦
洲
山
1軟
叩
縦
封

敗
は
'
明
治
的
十
二
年
救
設
桃
独
得
以
雑
そ

の
餌
他
を
見
る
に
至
ら
ず

永
年
待
貿
し
っ
1
あ
っ
た
虚
で
あ
る
が
､
昭
利
六
郎
十
二
月
間
路
地
邸

硝
子
に
測
魚
の
節

1
渉
を
入
れ
た
浦
餓
洲
兜
隙
は
'
同
地
に
あ
っ
た
玉

穂林
軍
の
虎
技
榔
二
名
を
射
殺
さ
れ
､
政
和

の
エ
都
城
批
額
を
川
す
な

ど
､
郎
賊

の
防
寄
鶴
喋
と
職
ひ
っ
1
測
盛
を
終

(
'
同
七
年
四
月
の
仰

永
糊
か
ら
浦
蛾
の
前
負
で
'
浦
洲
国

正
北
罪
や
日
本
倒
靭
館
特
務
除
誰

相
の
も
と
に
､
大
親
行
工
番
を
つ
ゞ
け
､
連
に

竣
功
を
見
た
も
の
で
あ

る
0

良

敦
陶
練

の
閑
地
に
伐

-
て
中
部
髄
洲
を
縦
質
し
'
新
茶
よ
り
敦
化

｡

瑚
粉
川

｡
局
手
術

｡
次
竹
耶
洞
を
経
て
固
際
蛾
橋
を
波
り
､
陶
胴
組
に
接

続
し
て
北
鮮
郷
非
港
に
池
ず
る
組
際
的
大
帝
線
が
完
成
し
､
八
月

1
日

よ
り

山
般
袋
客
の
.EB
擁
開
始
を
見
る
洩
定
で
あ
り
'今
や
術
歯
の

軍

事
｡

紋
所

･
蕗
弟

･
文
化
の
上
に

l
新

時
期
を
劉
す
る
こ
と
1
な
っ
た
｡

佃
は
上
三
峰
よ
り
総
非
を
経
て
'
中
央
線
に
て
接
杓
す
る
併
訓
前
払

組

の
起
工
鍬
入
式
は
'
四
月
十
九
日
碓
井
停
叩
場
に
於
て
盛
大
に
行
ほ

れ
允
d

妃
に
敦
到
北
日
本
汽
船
骨
批
雑
非
及
び
結
締
静
継
が
四
月
六
月
よ
り

班
-d
L
､
叉
大
阪
･:E=;粉
骨
靴
の
締
沖

･
雑
誌

｡
雄
経
線
港
が
五
月
十
二

日
開
輪
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
､
北
那
船
麿
は
こ
ゝ
に
幽
隙
化
さ
れ
.
日

浦
南
関
の
脱
離
は

著
し
-
矩
桁
き
る
1
に
至
っ
た

が
'
滑
水
純
粋
継

の

完
成
の
上
は
､
先
太

･
新
京
間
の
距
離

は
､
大
嘘
挺
出
に
比
し
中
城
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
誰
で
あ
る
O
(朝
鮮
)

云
)

六
九



地

球

節
二
十
馨

○
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
辞
典
所
載
｢朝
鮮
｣
記
事
の
正
誤
抗

議

ブ
リ
タ

ニ
カ
甘
利
聯
此
ハ
の
叔
新
版
た

る
節
十
四
版
に
鴇
我
せ

る

｢朝
鮮
｣
:
内
o
r
e
a
"

の
詑
如
(
節
十
三
怨
'
凹
八
五
訂
-
四
八
九

許
)
は
､
北
ハ
の
姶
ん
ど
公
許
が
湘
謬
と
僻
見
で
満
き
れ
て
ゐ

る
｡
#
.
越

の
郵
光
が
粒
だ
し
-
岬
代
湿
れ
の
も
の
が
多

い
ば
か
り
で
な
-
､
邸
机

上
の
沸
し

い
談
謬
や
摘
粒
々
々
し
い
粒
の
認
誠
不
兄
が
売
る
朗
に
発
見

さ
れ
､
中
に
は
籾
俳

の
･班
状

を
仝
-
触
刺
し
た
虚
構

の
記
述
や
'
蛇
に

せ
ん
が
鍔
の
立
件
す
ら
少
-
な

い
O

阿
甘
利
鋸
典
の
内
外
に
珊仙
め
ら
れ
た
榔
成
と
雅
代
よ
り
見
て
'
此
の

和
解
が
親
密
を
粥
り
'
朝
鮮
に
関
す
る
研
究
に
及
ぼ
す
不
測
の
形
難
は

帝
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
と
糾
は
ね
ぼ
な
ら
ぬ
｡

仙
て
過
般
､
交
替
淋
長
名
を
以
て
同
酔
典
数
行
蹄
に
劃
し
'
茄
縦
筋

の
余
部
に
宜
り
虫
な
る
誤
謬
の
1
々
を
指
摘
し
､
恕
鬼
を
遊
べ
'
放
虻

の
砕
米
な
る
資
料
を
仇
興
し
改
版
に
降
し
溺
越
の
修
北
を
加
ふ
.I(
き
柾

耽
読
す
る
伊
あ
っ
た
､
戯
妃
之
に
射
し
光
の
か
き
回
谷
が
測
流
し
た
｡

邦

伴一
月
二
十
五
日
附
放
将
押
水
､
各
紳
婁

聖

英
文
施
政
年
報
北
に
ブ

リ
タ
JL
カ
新
版
の
朝
鮮
囲
併
記
坊
に
鯛
す
る
群
柵
な
る
御
批
評
及
御

教
示
感
謝
の
東
リ
に
御
旅
佼

我
々
は
放
下
の
ブ
リ
タ
ニ
カ
新
版
に
封
す
る

1
舵
的
御
心
出
目
に
射
し

描
兄
の
恋
を
衣
す
る
も
の
に
榊
鵬
倣

印
し
て
jE
州桝
と
脚
光
が
必
班
な
り
と
せ
ら
る
る
山J
.IL
の
御
l;放
血

に
依

節
三
紙

二三

七

〇

-
常
該
詑
歩
に
雄
蕊
す
る
の
磯
骨
を
称

た
る
は
鵬
に
血月
下
の
御
蔭
に

獲
る
仲
に
し
て
､
範
供
､
人
目
調
光
の
数
字
'
脈
郎
J
其
の
他
統
計

上
の
御
示
教
に
幽
し
て
は
耐
も
に
詫
版
上
に
技
術
上
川
非
得
る
限
り

･
改
正
を
加
ふ
る
こ
と
に
淑
計
ひ
申
総

和
沿
附
下
さ
れ
た
る
他
部
､
謝
植
物
'
傑
出
及
政
拍
上
の
樺
色
に
胸

す
る
典
の
他
の
則
ハ軸
多
き
甜
資
料
は
倦
iE
の
槻
骨
を
待
て
任
用
致
す

.･(
-
編
鞘
寮
に
於
て
即
怒
純
銀
中
に
御
･E
倣

敬
具

(朝
鮮
)

0
丹
那
隠
避

延
些

義

光
千
六
粁
十
四
択
'
工
串
警

手

田
宮

七
十

祇
脚

､
ぎ
っ
と

.i
収
千
脚
か
ら
の
大
金
を
投
じ
て
絵
に
丹
那
･L
ン

ネ
ル
は
川
雄
幸

わ
ん
と
し
て
ゐ
る
D
出
水
上
れ
ば
東
海
道
の
.巡
榔
系
統

に
大
雄
史
が
加

(
ら
れ
る
こ
と
は
太
の
表
に
ょ
ケ
て
明
で
あ
る
u

閥

船
津
桁

紳

関
税

水
線と
升
部

組
と
の
比
粍
衷

E

nU

一心｡

‖山

鉄
路
延
長

水
平
結
線
換
沸
延
長

相
関
上
叔
筋
凱

=.nZ
忠
対
刷

同
上
娃
長

汀
分

t
及
以
･1
勾
配
延
長

叔
小
曲
粒
申
柁

岡
上
延
長

碑
引
力
の
比

硯
和
山
北
触

三
七
桝
五
分

七
四
哩
二
分

1
.
灼
九
五
呪

1
蘭

十
二
哩

1
分

三

11
鵬
七
分

二
〇
孤

六
Si
f三
分

一
､
0

丹
部
組

三
〇
哩
三
分

二

九
哩二
分

二
五
九
択

1
滴

七
哩

三
分

七
哩
三
分

二
〇
鋭

三
唄

〇
分

'
尤
乃
H
三

､〇



]
叫
脚
戟
市

:.kJ
の
比

三
'
三

7
.
0

迎
職
時
糊
'

三
十
哩
の
迎

二
時
三
〇
分

一
時

二
C
分

こ
れ
に
ょ

つ
て
肌
な
ど
と
-
'
勾
配
が
平

地
に
起
づ
き
'
路
純
が

兜
か

ヅ
バ
メ

-
な
る
な
ら
ば
､
吋
_剛
も
拙
-
な
る
杵
果
､
油

に

で
も
の
れ
ば
､
京
都

ま
で
六
時
半
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
､
も
し
こ
の
丹
郷

の

次
に
t
的

ケ
児

の
五
十
分

1
勾
配
を
や
め
て
､
鎗
朕
川
脈
に
大
ト
ン
ネ

ル
を
つ
け
る
と

い
ふ
こ
と
に
な
る
と
'
東
都
ま
で
五
時
間
に
知
糾
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら
う
｡
丹
那

の
ト
ン
ネ
ル
の
叔
初

の
事
故
は
.
大

正
十
咋
四
月

1
日
牛
後
四
時
火
;
坑
内
九
甘
九
十
帆
の
と
こ
ろ
で
脳
壊

し
た
錨
に
三
十
三
名

の
地
役
が
あ
っ
た
｡

こ
の
時
十
七
朝
だ
け
蝕
存
者

が
助
け
川
さ
れ
た
｡

つ
い
で
大
正
十
三
舛
二
月
十
日
凹
口
坑
内
四
千
九

甘
五
十
呪
附
虹
で
断
脚
線
が
朋
接
し
た
の
で
十
六
名
が
溺
死
し
た
O

つ

い
で
大
正
十
四
咋
十
二
月
三
十
日
､
水
口
坑
内
九
千
三
十
呪
附
妃
で
扮

水
泥
土
境
川
の
都
政
が
あ

っ
て
熱
脂

の
悔
樹
ま
で
が
.
也
-
輔

っ
て
し

ま

っ
た
｡
昭
利
五
年
六
Jl
廿
例
日
に
も
同

1
鵜

一
千
九
十
二
呪
附
妃
で

大
阪
府

の
朋
攻
が
銀
塊
し
､
ト
ン
ネ
ル
二
千
三
甘
帆
も
批
ま
つ
た
と
い

ふ
林
政
が
あ
っ
た
｡
北
ハ仙
長

い
昨
月
の
間
に
大
小
加
…数

の
股
が
挺
出
し

た
の
で
'

一
時
は
こ
の
純
は
放
榊
さ
れ
る
か
と
も
月
え
た
9
し
か
し
捌

怖
者
は
大
に
柑
心
を
し
て
セ
メ
ン
ト
絶
入
工
法
と
か
､

シ
イ
ル
ド
式
抑

逝
法
､
又
は

羊
ア
ロ
ッ
ク
式
赫ー
進
法
な
ど
ゝ
い
ふ
､
水
域
ト
ン
ネ
ル
の

l工
法
を
梯
川
し
て
'
吋
弱
き
断
暦

や
､
湧
水

の
餓
柵
を
和
服
焚
破
し
た

の
で
､
そ
の
間

の
技
伽

の
幹
心
は
､
鱗
紙
に
つ
-
さ
れ
ぬ
｡
御
衝
で
日

本

の
蛾
砥
技
術
は
世
卵
で
収
も
優
秀
な
ト
ン
ネ
ル
工
作
希
に
な
っ
た
と

郁

戟

い
{
る
｡

ト
ン
ネ
ル
の
開
架
に
仰
ひ
沖
洲
故
地
は
数
多
の
緋
伊
部
よ
ル-

成
る
抑
状

的
終
地
碑

で
あ
る
こ
と
が
明
に
な
り
た
が
'
兆
し
て
丹
那
孜

地

の
地
下
水
が
ト
ン
ネ
ル
の
方

へ
ぬ
け
て
し
ま

っ
た
給
水
､
ト
ン
ネ
ル

上
部
の
丹
那
村
で
は
飲
料
水
や
推
慨
用
水

の
耽
之
に
許
し
ま
ね
ぼ
な
ら

ぬ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
み
で
な
-
､
兜
ら
に
外
部
川
で
耽
.%
さ

れ
る
三
梅
町
附
近

一
脚

の
水
E
の
用
水
を
和
樹
せ
し
む
る
に
預
っ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
O
叔
後
に
こ
の
地
方
に
蹴
敢
す
る
断
厨
地
謡
に
鵬
し
て
'

ト

ン
ネ
ル
内
部

の
搬
番
は
地
表
よ
り
も
大
に
少

い
こ
と
が
'
エ
鶴

の
逝

行
中
に
継
峻
さ
れ
た
こ
と
を
報
せ
し
て
お
き
た

い
｡

0
エ
手
オ
ビ
ヤ
の
故
遺

仰
餌

ソ
マ
リ
I
の
ヂ
プ
チ
を
艇
鮎
と

し
こ
チ
オ
ビ
ヤ
の
骨
牌

ア
デ
ス

｡
ア
べ
バ
に
至
る
フ
ラ
ン
コ
エ
チ
オ
ピ

ア
ン
拙
波
は
狭
軌
単
純
で
あ
る

が
'節
閥
唯

1
の
蛾
戒
で
延
長
四
八
六
,

五
哩
に
達
し
急
行
で
三
十
時
間
､
幣
放
列
串
で
三
_ヨ
を
嬰
す
る
.
か
-

近

い
の
は
普
池
列
串
が
夜
間
.;B
職
を
仲
止
し
､
ヂ

レ
ダ
ヮ
又
は
ア

ワ
シ

畔
に
泊
ま
る
か
ら
で
'
乗
解
は
ホ
テ
ル
で

1
拍
せ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と

に
な
っ
て
ゐ
る
｡
旗
布
部
栗
は
特
等

1
'
1
五
四
･
九
〇
フ
ラ
ン
､

1
鐸

六
五
八
｡
二
〇
フ
ラ
ン
､
二
串
三

1
九
｡
五
〇
フ
ラ
ン
'
享
等

九
三
･
六

〇
フ
ラ
ン
で
あ
る
｡
杜
復
切
符
は
況
〇
%

引
き
で
あ
る
が
'
特
等
に
割

引
は
な

い
｡上

り

時

間

袈

ヂ
プ
チ

↓

ヂ
レ
グ
ワ

･-

ア
ワ
シ

ー

ア
ヂ
ス

･
ア
ベ
パ

･.
r

･
.
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I
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地

球

節
二
十
懲

○
火
和

牛
碧

空

左
分

-
-
↓

l

木
印

甘
ヤ
時
辛
口
分

△
水
曜

乍
前
粥
噂
年
譜

水
噸
楼
況時
や
若
木

昭
雄粥
時
寄

金
噸

続
四
時
竿
分
笥

木
曜

前
六

時
踏

金
曜

前
知
時
宝
分
鐙

下

り

時

間

表

ア
ヂ

ス
｡
ア
ペ
パ
ー

ア
ワ
シ
ー

ヂ

レ
ダ
リ
-

ヂ
プ
チ

日
和
新
札時
務

日
曜
年
後
街

月
噌

中
也
宥

火
曜

乍
楼
況時
等
況
分
着

月
曜

hti･前
琵

火
呼

午
前
拷

△
水
暇

前
九
時
静

水
雌

牛
彼
若

水
和

牛
後
背

余
暇

tLL
鎖
血
怖
苧
-a分
岩

木
磁

年
前
怨

金
曜

年
前
狩

○
金
曜

折
れ
時
給

⊥

'

-

･>

口
昭

空
刷
1r.'時
九
分
潜

○

印

急

行

列

非
(
急
行
料
金
ナ
シ

)叙
年
十
月
1日
よ
り

雅

年

三
月

末
日
の
間
に
限
2
1迎
称
す
る
0

△

印
は
同
じ
-
十
月
か
ら
三
月
ま
で
特
称
列
坤
を
つ
ら
れ
恥
親
船

轟

の
諜
僻
を
つ
け
て
ゐ
る
O

O

紀

州

有

田

邪

魔

村

の
防

波

堤

紀
州
揚
犠
胎

の
紹
肪
川

の

一
小
池
を

(
だ
て
1
旋
材
と
い
ふ
町
が
あ
る
｡
背

は
槻
津
よ
り
も
発
え

て
ゐ
た
牡
で
あ
っ
た

が
､
土
地
が
や
1
位

い
の
で

､
徳
川
時
代
に
何
阿

と
な
-
紳
浪
挙
り
け
た
｡
琴

氷
の
紳
娘
に
は
紛
蜂
村
は
五
六
〇
戸

の
中

二
九
二
を
放
火
し
死
潜
四

一
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
'
僻

村
は
八
五

〇
戸

の
申
七
〇
〇
戸
ま
で
放
火
死
者

一
九
二
人
に
雄
L
t

つ
い
で
安
改

印
狼
に
は
戸

数
四
四

一
の
中

三

五
戸
を
旅
先
､
死
撃

二
十
人
に
連
し

た
0
悲
し
数
珠
村
は
海
而
上
二
栄
以
上
の
高
さ
に
あ
る
が
､
於
は

一
般

的
に

t
米
低

い
｡
虚
が
こ
の
安
政

の
大
枠
浪
LlJ
う
け
た
際
､
撰
村
に
故

口
梓
陵
と

い
ふ
仲
人
が
ゐ
た
｡
こ
の
人
は
今
の
山
サ
の
班

口
供

兵

締

(
銚
子
の
碑
油

屈
)
の
別
父
に
あ
た
る
'
酷

日
次
は
朕
相

の
人
で
あ

っ
て

鰐
三
験

童

四

七
二

元
締
年
間
に
幼
子
に
印
紙
を
し
鞍
油
然
を
潜
ん
だ
の
で
あ
る
が
､
た
と

(
銚
子
の
妨

!
紙

の
距
軒
家

に
な

っ
て
も
､
や
は
り
顔
に
本
宅
が
あ
っ

て
､
僻
か
ら
離
れ
は
し
な
か
つ
た
5
梧
陵
は
安
政
元
年
三
十
五
歳

で
あ

っ
た
が
､
其
年

の
覚
六
月
十
五
日
に
弧
袋
が
あ
=1
､
湛
て
十

1
月
四
日

に
再
び
地
袋
が
あ
っ
た
｡
こ
の
時
は
飽
和
き
つ
か
つ
た
の
で
皆
々
高
地

に
迎
靴
し
た
が
､
懲
五
日
泊
余
-
凧
ぎ
地
駕
も
淡
さ
う
に
な
か
っ
た
の

で
人
々
は
衣
に
解

っ
た
が
'
日
没
時
に
又
も
や
搬
架
が
あ
り
'非
水

一
時

に
粘
れ
､
海
上
に
遁
辞

の
如
き
骨
が

き
こ
え
た
､
こ
の
時
桔
陵
は
た
i.

串
な
ら
ず
と
考

へ
て
村
民
を
立
退
か
す
こ
と
に
努
力

し
､
村
蛇
を
す
べ

て
避
難
せ
し
め
て
､
叔
筏

の

1
人
と
な
っ

て
故
命
を
余
う
し
た
が
､
や

が
て
日
が
-
れ
た

の
で
卑
姓

の
親
糊
で
印
の
中

の
｢
ス
､
キ
｣
(
将
軍
堆
)

に
火
を
つ
け
た
｡
そ
の
御
強

で
取
ら
に
姓
命
を
ひ
ろ
つ
た
も

の

が
多
か

っ
た
｡

つ
ぎ
は
飢
餓
を
防
ぐ
た
め
に
､
白
ら
非
施
し
て
僻
村
か
ら
年
賀

米
五
十
石
を
依
っ
て
き
て
8
分
で
炊
川
を
し
た
外
､
材

の
錐
先
家
屋
の

跡
片
付
に
封
し
て
も
'
秩
序
あ
る
綿
剛
を
な
し
'
俄
後
五
日
間
己
を
怒

れ
て
馨
後
発
に
心
を
辞
し
､
さ
し
あ
た
り
復
興
の
た
め
に
玄
栄
二
首
位

を
寄
附
し
て
､
有
藩
家

の
北
側
を
ひ
ら
き
'
梨
三
年
正
月
ま
で
に
家
屋

五
十
軒
を
新
範
し
て
､
或
は
資
し
興

(
或
は
軸
料
で
任
は
せ
､
資
金
を

供
し
'
既
典
を
施
し
て
あ
ら
ゆ
る
臼
前

の
椛
汲
者
を
慰
め
rた
が
'

一
時

の
た
ゞ
の
政
経
で
は
'
目
前

の
串
で
駄
目
で
あ
る
と
考

(
'
こ
1

忙
有

年

の
大
計
を
J,･q
て
た
｡
即
彼
は
市
こ
間
中
'
長
凡
五
官
閃
､
税
僻

十

一

間
､
上
桁
四
関
の
大
防
故
堀
を
獅
カ
で
築
遮
せ
ん
こ
と
を
企
て
､
上
巻

し
て
典
許
可
を
得
た
｡
そ
こ
で

こ
中
林

二
月
か
ら
工
を
起
し
､
珂
五
官



人
の
村
域
に
北
雅
を
桝

(
､
受
政
五
咋
十
二
月
ま
で
凡
四
十
七
ケ
月
'

出
蝿
の
糊
に
栄
を
輿

(
る
や
う
に
し
て
三
甘
七
十
関

の
現
存
の
跡
地
城

を
こ
し
ら

(
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
｡
さ
う
し
て
こ
れ
に
松
と
相
を
栽
え

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

た
が

'
御
勝
で
大
正
二
坤
の
尚
娘
の

氷
水
に
は
'

共
外
方
に
あ
る
訴

い

防
耽
塊
は
流
さ
れ
た
が
'
こ
の
演
口
塊
は
僻
と
し
て
放

射
を
守
っ
た
の

で
あ
る
｡
悲
し
飴
縄
の
大
な
も
の
と
い
は
ね
ば
な
る
ま
い
｡
此
後
も
獅

少
々
の
紳
浪
な
ら
ば
共
演
を
塊
が
れ
し
め
る
に
迎
ひ
な
い
と
考

へ
る
｡

溶

H
は
常
時
村
人
に
･y
H
大
明
柵
と
口
々
に
恭
ほ
れ
た
の
で
､
小
泉

八
雲

の
博
聞
す
る
伊
と
な
り
'
彼

の
｢
俳
陀
の
畑

の
搭
砧
拾
ひ
し
と
い
ふ

番

の
う
ち
に

L
iv
h
g
g
o
o
d
と
し
て
外
囲

へ
ま
で
紹
介
さ
れ

る
に
糞

つ
L
l｡
柑
陵

の
息
･.BB

H
的
滞
て
英
国
朗
撰
中

ロ
レ
ツ
旗
の
口
よ
リ

ハ
ー

ン
の
ハ
マ
グ
チ
と
抑
と
の
的
係
を
訓
ね
ら
る
1
に
骨
し
､
そ
の
波
子
な

る
を
つ
げ
て

山
桃

の
皆
喋
挙
り
け
し
訴
さ
(
あ
り
と

い
ふ
の
で
あ
る
.

(
今
村
博
士
談
)

0
日
本

品

の
濠

洲

市

場

進

出

に

酎

す

る

抗

議

五
月
二
十

七日
の
伶
故
タ
イ
ム
ス

に
メ
ル
ボ
ル
ン
池
信
と
し
て
太
の
如
-
記
し
た

一
九
三
二
年
下
牛
期
に
日
本
か
ら
の
輸
入
は
五
割

一
分
の
相
加
で

1
大

懲
城
を
輿

(
た
｡
し
か
し
日
没
間
の
Eq,'易
は
俊
洲
に
と
り
て
輸
出
超
過

で
あ
る
｡
即
羊
毛
の
日
本

(
の
腕
組
は
英
不
図
以
上
に
連
す
る
の
で
'

日
本
は
抹
洲
の
唯

1
の
御
柑
態
で
あ
る
か
ら
絞
洲
改
称
が
英
樹
究
易
業

者

の
保
誰
鋸
を
と
る
か
補
や
は
不
明
で
あ
る
｡
け
れ
ど
も
日
本
の
耕
製

品
の
安
資
は
､

一
般
織
物

の
下
満
を
兆
し
毛
鈍
物
を
も
虹
迫
し
て
ゐ
る

日
本
の
輝
伐
な
る
紬
製
=_1･.
は
勿
論
.
金
物
粘
｡
眼
鏡
撤
エ

ン
ド
バ
ッ
ク
｡

郊

報

開
城
｡
現
弗
･
附
子
･刷
屯
･
ス
-
ツ
パ
ー
･
維
胡
靴
,
陶
磁
淋
何
れ
も
安
倍

で
あ
る
.
田
も
陶
磁
林
の
如
き
は
村
名
英
絢
nm
の
梅
迫
が
棉
め
て
多

い

の
で

1
九
三
三
%
九
月

一
日
以
降
輸
入
陶
磁
雑
は
股
座
紺
樵
紀
を
有
す

べ
き
こ
と
に
し
た
位
で
あ
る
｡

か
-
て
日
本
艶
晶
は
壌
僻
と
耽
製
t1州
の
模
造
と
に
よ
り
こ
蕊
の
打
撃

を
輿

へ
る
D
新
親
意
匠

｡
粍
梯
晶
と
い
(
ど
も
駈
貿
孜

一
二
ケ
月
に
し

て
典
離
似
日
本
株
泣
晶
が
耽
五
割
以
下
の
耶
偶
を
以
て
市
場
に
覗
は
る

ゝ
の
常
態
で
あ
る
0
斯
稗
歳
野
は
野
人
の
虞
に
静
威
と
す
る
肝
に
し
て

減

り
純
米
糾
純
を
破
壊
す
る
の
み
で
な
-
､
英
帝
閣
内
相
互
間

の
協
調

を
拭
す
も
の
で
あ
る
.
常
時
日
本

の
固
僻
は
我

二
志
に
粕
償
す
る
所
今

や
約

-
志
三
井
に
下
辞
し
た
｡
其
紳
典
'
左
な
き
だ
に
故
溌
費
安
倍
な

る
日
本
内
晶
は
史
に
滋
野
力
聯
加
し
､
各
図
絹
ロ川
を
歴
例
す
る
に
至
っ

た
.
如
何
な
る
閥
と
純
も
悶
審
問

の
利
銘
を
阻
柑
す
る
が
如
き
財
政
々

範
を
執
る
を
欲
せ
ざ
る
は
勿
論
な
る
も
'
今
や
世
界
は
斯
粍
避
餅
に
射

し
て
陳
述
考
慮
を
排
は
ね
ぽ
な
ら
な
-
な
っ
た
と
考

へ
る
'
故
に
怯
州

政
府
も
作
誰
政
範
を
と
る
べ
き
で
あ
る
が
､
日
本
商
人
は
鋭
敏
だ
か
ら

利
害
関
係
の
上
か
ら
之
が
報
復
手
段
と
し
て
串
屯
の
他
人
を
他
に
称
ず

る
こ
と
は
し
ま

い
､
と
こ
う
い
ふ
凪
に
静
じ
て
ゐ
る
｡
こ
の
最
後

の
1

句
は
兄
の
が
し
て
は
な
る
ま

い
｡

○
大
連
の
エ
菓
状
態

大
迎
拭
政
常
管
内
昭
和
七
年
中
の
エ
架

概
況

は
'
工
場
組
数
三
甘
九
十
五
､
紙
生
産
鯛

一
億
hTTTELTr十
前
脚
に
接

し
六
年
度

の
七
千
五
甘
前
脚
に
此
し
て
三
割
六
分
を
将
し
た
｡

こ
れ
を

主

監

七
三



地

球

第
二
十
各

級
僚
教
組
姉
別
に
見
る
と
日
本
人
工
場
数
二
軍

二
十
三
､
血
産
御
大
千

首
四
稿
六
千
脚
帖
洲
人
工
場
数
甘
六
十

1
p
生
産
研
紺
千
三
十
二
溺
脚

で
日
本
人
工
場
の
ガ
は
地
産
糾
六
割

一
分
を
し
め
る
｡
こ
の
外
に
ロ
シ

ア
人
工
場

一
'
凸
虎
桝
二
千
三
I
<
十
側
が
あ
る
Q

職
工
故
は
日
本
人
二
千
二
甘
三
十
三
人
'
減
洲
人

一
端
八
千
九
甘
五

十
人
'
鮮
人
十
六
'
露
人

1
'
合
計
二
湘

1
千
二
宵
七
人
に
達
し
姑
娃

人
員
は
五
官
七
十
六
耗
三
千
七
甘
五
十

1
人
､
内
日
本
人
六
十
三
流
脚

千
五
有
人
'
描
洲
人
五
百
十
二
瓶
三
千
六
甘
九
十
四
人
で
な
る
｡

化
単
工
業
が
共
立
純
を
し
め
六
千
誠
LTTr六
十
五
鞘
糊
か
ら
の
蝕
虎
で

六
割
五
分
に
あ
た
り
'
軸
路
難
が
僻
に
有
力
で
あ
る
｡
棉
枇
工
柴
こ
れ

に
つ
ぎ
､
滋
斯
品
-払
銘
｡
紛
糾
;-;米
が
順
に
之
に
つ
い
で
ゐ
る
.
之
を
表

示
す
れ
ば
太
の
如
し
､

第
三
舵

hJ
新
と
確
論

北ハ

他

介

計

三
六

七
四

雫
責
七
'00
0

四
'記
望
.0
0
0

t0
]
'三
豊
.C
o
Q

三
'八
三
二
'0
0
0

tp究
A
FO
O
C
)

七
四
も責
]1.0
0
0

工
業
別

紡
縦
工
米

銀
屈
二
光

機
械
工
光

来

業

化
嘩
工
業

内
滞
納
昏

共

他

木
材
工
非

印
刷
製
本

食
料
ー仏
工
莱

七

年

度

71{
八
八
八
､
0
00
回

1
.畠
三
'0
0
0

二
､0
元
.0
0
0

3
'
三
一､
00
0

宝

'
宝
八
'0
8

六
二
､台
四
､0
0
0

ニ
p豊
田r
O
O
O

t
､≡
1､00
C)

7.柴
田､
O
C
)0

ェ
､磐
l八
､0
0
0

六
年

度

三
.
0
0
7d
P
0
0
0
脚

7/
0
宍
'
0
0
0

Tll.
一九
7'0
0
0

ニ
thJo九
FO
O
O

望
'0
(
R
t0
0
0

監
'
萱
lr
0
0
0

】､空
ニ
'0
00

へ.?lハ0
'0
0
0

二
八
三

'000

71
77三
九
'
000

〇
九
龍

メ
リ

ヤ
ス
工
業

香
港
に
は
従
妹
殆
ど
エ
架

の
見
る
べ

き
も
の
が
軸

か
つ
た
が
'
敗
空

別
よ

り
九
髄
方
間
に
支
邦
人
の
メ
リ
ヤ

ス
工
場
が
川
氷
'

1
般
向
メ
リ
ヤ
ス
及
靴
下
を
製
粒
し
は
じ
め
た
｡
昭

和

六
年
封
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
劾
党
に

よ
り
､
常
地
及
臆
東
方
肘
及
準

備

川
松
の
多

い
俳
税
印
庇
支
那
｡朕
州
僧
｡
蘭
頼
光
印
度

･
泡
峡
粧
民
地
串

に
封
す
る
日
本
･;S
の
地
目
が
不
振
を
始
め
た
紡
典
.
九
髄
の
工
場
は
僻

に
約
億
と
な
り
昨
中
皮
は
叔
感
二
百
軒
か
ら
の
工
場
が
出
水
た
｡
又
炎

熱
nM
も
改
良
き
れ
て
､
共
掩
川
和
は
こ
宵
六
.
七
十
拭
邦
に
上
っ
た
.

所
が
昨
咋
笈
以
氷
の
脚
僻
下
緒

の
た
め
､
海
外
市
場
で
聯
倍
筋
は
日
貨

枇
級
に
う
つ
り
'
本
邦
=.=
は
次
節
に
約
億
に
効

い
た
ゝ
め
に
､
九
龍

の

メ
リ
ヤ
ス
は
次
第
に
舶
透
せ
ら
る
･T
に
至
り
､
日
下
首

粁
内
外

の
軸
近

場
あ
る
に
過
ぎ
な
い
O
L
か
し
か
う

し
た
小
規
模
工
菜
の
校
地
に
淀
揺

す
る
と
い
ふ
こ
と
は
､
日
本

の
工
業
品
に
封
す
る
よ
い
刺
徴
に
な
る
O

兜
地
図
と
い
っ
て
袖
手
し
て
ゐ
て
は
速

に
は
点
け
る
呼
が
川
て
-
る
こ

と
を
磁
悟
せ
な
-
て
は
な
ら
ぬ
｡

0
朝
鮮
の
凍
結
探
鴎
法

赤
紫
崩
で
は
擬
盤
地
方
に
於
け
る
球

触

法
と
し
て

､
卒
北
緯
市
の
肺
門
ニ
甘
十
七
町
渉
に
射
し
､
昭
和
五
年

L=
か
ら
祉
紡
探
幽
法
な
る
籾
呼
の
方
法
を
試
助
中
で
あ
っ
た
が
､
七
年

末
か
ら
八
年
に
か
け
て
本
梯
的
に
之
を
池
川
し
､
見
部
に
成
功
を
僻
げ



鞘
､
五
､
六
の
三
箇
月
の
探
馳
期
中
に
は
'
普
地
方
紙
に
よ
る
よ
-
も
t

i
割
乃
至

一
割
五
分
糊
の
こ
千
代
斤
の
兜
が
柵
･粥
に
探
れ
る
見
込
み
が

つ
い
た
｡
之
に
よ
っ
て
新
規
都
米
に
ょ
る
両
市

の
拙
張
轍
M
二

lLE

六
十

六
町
渉
に
剖
し
て
も
､
碓
紡
探
幽
蝕
を
池
川
す
る
こ
と
ゝ
し
'
そ
の
紡

米
新
郎
だ
け
で
も
約
五
千
耽
斤
の
雌
が
17.眠
れ
る
こ
と
ゝ
な

り
'
年
北
方

田

一
枠
の
締
嬰
は
完
余
に
充
き
れ
る
誰
で
あ
る
｡

○
朝
鮮
金
箱
両
道
の
海
苔

盆
純
絹
約3
･Hi胡
物
産

の
言

る
粧

ノリ
は
昨
秋
は
､
粗
忽

さ
れ
た
過
り
牒
虎
で
'
槍
充
も
五
月
二
十
七
日

務
安
の
十

1
回
潮
目州
を
最
後
と
し
て
各
棟
凍
仲
を
閉
鎖
し
た
｡
そ
の
成

約
は
班
竺

二
億

五
千枚
の
多
き
に
辻
L
t
n州
即
も
大
に
改
発
向

上
し
､

不
食
柿
晶
も
饗
し
-
湖
じ
た
｡
之
は
盤
成
方
河
で
は
梓
鉄

の
幣
及
と
沖

紐

の
励
行
と
池
場
盤
州
の
紳
光
で
､
浪
泣
方
田
で
は
原
料
州
血
筋
で
あ
っ

た
の
と
'
冬
山
産
額

の
･E
投
光
に
常
榊
や
各
糾
合
の
指
導
宜

し
き
を
柑

た
絹
で
あ
る
｡
又
製
造
上
で
は
紬
抄
‖

州
や
抄
穴
が
減
少
し
､
僻

の
如
き

も

.i
椴
に
相
加
の
趨
勢
撃

が
し
､
検
査
の
方
も
原
料
や
脊
髄
入
過
度
に

ょ
る
や
む
を
柑
な
い
も
の
を
除
-
以
外
､
非
骨
に
改
良
さ
れ
､
共
拙
速

0
享
保
以
後
の
地
理
関
係
出
版
書
目

大
阪

(
九
)

沓

名

作

瀬

棟

成
約
に
寅
っ
て
は
'
本
場
だ
け
に
発
泡
郡
が

1
億
五
干
満
枚
､
尚
輿
郡

が
七
千
鵜
枚
'
長
輿
の
六
千
祇
枚
.
拍
南
の
三
千
訴
枚
､
珍
品
の
l
千

二
甘
拭
枚
､
節
水
の
九
甘
耶
枚
､
北
隣
の
入
官
前
枚
､
純
粋

の
六
首
筋

枚
､
務
安
の
五
甘
鵜
枚
と
い
ふ
朋
梓
で
あ
る
｡

0
朝
鮮
江
原
道
の
ニ
ッ
ケ
ル
鋸

.
根
暗
飲
物
と
し
て
窓

用せ

ら
れ
'
地
合
企
其
の
他
に
用
途
の
焼
き
ニ
ッ
ケ
ル
は
'
今
ま
で
本

邦版

問
内
に
は
余
助
産
托
せ
ざ
る
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
た
が
､
過
般
内
地
但
塙

地
方
に
縫
見
biJれ
た
の
に
刺
職
さ
れ
'
朝
鮮
で
も
来
者

の
細
心
を
老

い

て
ゐ
た
と
こ
ろ
､
最
近
江
原
浩
企
化
郷
汝
北
肘
に
お
い
て
､
古
林
新
治

氏
が
有
望
な
る
JE
ツ
ケ
ル
餌
を
変
且
'
避
蝕

の
結
束
品
位
も
榊
常
の
も

の
と
判
明
し
た
が
'
供
米
令
叫
に
包
食
さ
れ
ざ
る
た
め
､
鋼
助
と
し
て

朝
鮮
紙
幣
肺

(
川
即
し
た
9

Ir
ツ
ケ
ル
は
磁
硫
地
銀
と
非
産
す
る
も
の

で
あ
る
が
'
今
ま
で
&=
ど
脚
み
ら
れ
な
か
っ
た
感
が
あ
る
.O
し
か
し
近

氷
は
特
殊
鋭
物

(
の
関
心
が
状
ま
っ
て
､
各
純
銀
物

の
探
助
が
盛
に
な

り
'
今
桝
の
ニ
ッ
ケ
ル
銑
幾
皿
も
そ
の
紡
兆
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
.

(朝

鮮
)

元

拭

弘

川
尉
許
可

大
阪
腎

臓
霜

縞

目

純
綿

枇
詣

馴
桝
芦

日
)

は
観

-璃

H
)

韻

箭

箭

十
九
日

大
路

一
児

1
翫

川
崎
躍

茂
兵
術
(放
尿
町
)

右
同
人

秋

川屈
良
助
(
九
之
助
町

1
T
H
)

天
保
十
年
十
月

童
心

七
五



地

球

鍔
二
十
番

解
三
班

三
(

七

六

腎

人
-

記

蒜

慧

曹

郎
ハ
芸

義

水
町
)

-

人

秋
田
局
孟

(
九
孟

竺

T
E=
)

天
空

等

l
月

【
附
記
】

本
番
撒

布
の
出
願
に
射
し
同
年
十
二
月
四
日
北
粗
惣
骨
即
に
於
て
惣
年
寄

永
潮
七
郎
右
肺
門
よ
り
｢
本
番
は
御
弟
障
り
の
番
に
付
縫
紋

仰
付
ら
る
L
と
巾
兆
さ
れ
棟
木
を
捜
収
せ
ら
れ
た
り
｡

大
日
本
海
陸
腿
紫

1
児

山
‖
1
:.､㌧･･･2..･.=･･]
･･･.7=

【lJ

柑
劉
後
荷
坤

的

紳
ノ
帥

北
山
辿
り

紛

糾

新

棟
並
行
申

出

票

蒜

糊
…
霊

賛

意

)

奇

人

秋
川
局

良
助
(
九
孟

町

宇

豊

蒜

什
講

㌫

甘

言

折
本

1
冊

藤
尾
徳
兵
衛

右
7枚
元
よ
り
の
中
川
で
を
本
屋
行
司
的
組
に
て
聞
届
け
板
布

河
内
屈
番
兵
締

石
野
尤
よ
り
の
中
川
で
を
本
屋
行
司
に
て
聞
届
け
横
行

耕
紳
閥
大

給
閥

一
肌

此
度
｢
狐

関
川
｣
北
に
｢
大
浦
新
堀
川
｣
将
抑
敢
行
中
川

河
内
屋
寄
兵
符

天
保
十
年
十
二
月
五
日

大
伴
十

l
年
三
月
二
十
日

天
保
十

1
年
四
月
二
十
日

お
椀
元
よ
り
の
小
川
で
を
本

属
行
司
篤
約
に
て
聞
届
け
政
行

隅
大
坂
町
鈍

蒜

1･日L‖u
脚
大
阪
町
臨

霜

紺
火
坂
町
絶

品

-穎‖

蹄

磨

屋
審
六
(
本

末
橋
町
)

輪
磨
局
番
六
(
本
京
橋
町
)

柵
船
尾
寄
六
(
本
京
橋
町
)

柏
原
犀
静
右
締
門

(
順
産
町
五
丁
目
)

榊
原
摩
砕
右
符
門

(
鵬
鷹
町
五
丁
目
)

相
原
原
綿
宥
禅
門

(
順
鹿

町
五
丁
目
)

天
伴
十
二
年
間
正
月

天
保
十
二
年
八

ヲ三大犬
侍保保
一トートート

申年勾三
正五問
I:J月ユE 月
1･ 月
九
日

迎 句ミ
盟沖g.tTli
紋
め
ぐ
り

三
ツ

切
本

1
冊

河
内
屋
太
助

新

株

発
行
申
j=7

布
野

光
よ
り
の
小
田
で
を
本
屋
行
司
に
て
聞
届
け
枚
行

是

の
脹

孟

餌
の
屈
(離

村
北
ノ
丁
)

語

が

盲

)

紀
州
省
併
囲
骨

四
節

六
.肘

加
納
綿
半

紀
州
寂

梯
行
封
弘
申

川

筋
鮮
弘
人
よ
り
の
申
S
で
を
本
属
行
司
に
て
聞
届
け
横
行

河
内
属
太
助

へ唐
物
町
田
丁
目
)

競

Lr
f,71叫
謂

十
九
日

天
保
十
二
年
七
月

嘉
永
四
年
十
二
月

安
政

二
年
二
月
二
一
十
二
日

嘉
永
四
年
十
二
月

p.
L



閉
域
三
約
三
併
載
析
榊
骨

八
冊

≡
.PET三
月
Y
r
月
払
乍

′
¶

(難
放
射
北
之
町
)

【
附
記
山

木
韻
枚
行
に
封
し

て
は
江
戸
袈

御
改
餌

鵬

之

良
一

六大大大大 政将
阪奴.奴奴 Ll三郎

金納地 堺
樹
(
大
体
十
五
坤
に
松

見
之
陶
(
弘
化
二
年
に

問
(弘

化
四
年
に
枚
行

申
給
脚
(
弘
化
四
年
に
椀

限
指
単
相

綻
川
之
閑
人

以
上
五
経
の
萌
は
地
中
大
坂

の
せ
砕
柿
廃
屋
九
典
緒
方
に
て
横
行
せ
L
も
､
*
=
時
縮
仲
間
御
差
止
の
御
地
窓
中
な
り
き
'
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